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⽂部科学省科学研究費：研究代表者のみ 
研究課題: 細菌及びウイルス感染喘息の病態における 2 型⾃然リンパ球の役割と新規制御機構の解明 
研究種⽬: 基盤研究 (C)  研究期間: 2022-2024 年度  総額: 4,160 千円 
他, 基盤研究 (C) 7 件 

 


